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People always develop learning through their lives. For the purpose of carrying on 

such learning， not only selftraining and efforts should be needed， but also be 

arranged environmental conditions， such as informations， opportunities andplaces to 

learn more effectively. The society with such enviromental conditions can be called 

Lifelong Learning Society， in which people can fully learn. 

This is the basic idea of Lifelong Education. 

In this paper， 1 focus on Home Education as starting point to Lifelong Education and 

make clear characteristics and the subjects of it. 

First， 1 mention the historical out1ine about the idea of Lifelong Education. 

Second， 1 would like to find the connection between Home Education and Lifelong 

Education. 

Last， 1 would also like to consider the characteristics and subjectsof Home 

Education in Lifelong Education searching for possibilities of Learning Society. 

はじめに

人間は，生涯にわたって自己を形成し，成

長・発展していく存在である.それは，個々

人の学びによると共に，個人の学習が成立し

やすいような情報や場，組織などの環境が整

備されていることが大切である.従来その教

育環境は，学校教育に主眼が置かれ，学校教

育在学中の，それも知識教育を中心とする教

育内容に力点が置かれ展開してきた.近年，

全人格的な人間の形成にとっては，学校在学

中はもとより，就学以前の家庭教育や学校教

育終了後の社会人となってからの教育も含め

て，即ち生まれてから死ぬまでの全生涯にわ

たる教育や学習を考えていくことの必要性が

唱えられるようになった.この基本理念にた

って体系化されつつあるのが「生涯教育J論

である.その論議を展開し始め，社会的に大

きな意味をもち始めたのが1965年ごろからで

ある.

本稿では，人間の生涯における教育の始発

期に当たる「家庭教育」を焦点化し，生涯教

育における家庭教育は従来のそれとどう異な

るのか，その位置づき方，特色等について，

明らかにしようとするものである.そのため

に，まず「生涯教育Jの理念を歴史的に概観
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し,次 いで 「生涯教育」と 「家庭教育」の関

連性を見いだしなが ら,生 涯教育的家庭教育

の特色 と課題について明 らかにしていきたい.

1.生 涯教育論の系譜

(1)1965年 以前の生涯教育(学 習)論 の展

開

生涯教育(学 習)の 考え方は,人 類の歴史

と共に存在 している.そ の多 くは,個 々人が

自己の責任において修養として人間のあるべ

き姿を求めて学習するというものであり,教

育政策として個々の学習を援助するという公

教育的性質を帯びているものではなかった.

初めて公教育的性格をもっ教育案として打ち

出されたのは,1889年 のフランス革命直後の

国民議会に提出された教育法案 「公教育の全

般的組織にかんする報告書および法案」(3)

である.こ こでは,教 育はすべての年齢にわ

たって行われるべきであることが説かれ,そ

のための教育体制を整備すべきであるとされ

ている.こ の法案は,当 時の不安定なフラン

スの社会情勢下では,実 現は不可能であった

が,初 めての生涯教育的性質をもった公教育

政策 として世に提出された歴史的意義は大で

ある.

第1次 世界大戦後,イ ギ リスにおいて

厂1919報告書」と称される報告書が提出され,

成人教育を教育の機会均等という観点から重

視 し,普 遍的であると共に生涯にわたるもの
一と指摘されている.こ こでは,生 涯教育の

用語 も出現 しており,生 涯教育的な改革案に

基づいて,成 人教育の施設 ・組織等が整備さ

れている.

第2次 世界大戦後,生 涯教育の理念は単に

教育の機会均等を超えて,人 々の教育を受け

る権利を国家 ・社会が保障 し,さ らに教育を

総合的に再編成 しようという動きがでている.

ユネスコ主催の世界成人教育会議の第1回 会

議(デ ンマーク,1949年)で は,成 人教育が

主 として学校教育の補完的な役割を果たすも

のとして把握され,第2回 会議(モ ン トリオ

ール〈カナダ〉,1960年)で は,成 人教育が

生涯を通 じて,し かも必要不可欠の ものとし

て理解されるに至っている.

(2)1965年 時の生涯教育論の展開

成人教育が生涯を通 じて行われるべきもの

という考えに立ち,人 々の教育を受ける権利

を国家 ・社会で保障しようという考えや動き

を,「 生涯教育」という新 しい教育理念とし

て発表されたのが,1965年 パ リのユネスコ本

部で開催された成人教育推進国際委員会の会

議においてである.こ の会議において,「 生

涯教育について」(')と 題 して,議 長であっ

たフラ ンスのポール 。ラ ングラン(P.

Langrand)に よって提出されたワーキ ングペ

ーパーによれば,新 しい教育理念とは,次 の

ようなものである.

① 教育は,児 童期 ・青年期で停止するも

のではなく,人 間が生き続ける限り行われる

べきものであり,こ の観点から,個 人や社会

の永続的な要求に応えていくのが生涯教育で

ある.

② 人間発達の統合的な統一性を強調 し,

現行の教育を見直 し,人 生全体を基盤として

統合的に再体制化していかなければならない.

③ そのためには,学 習者自身が研究 し,

・自己形成 し,自 己訓練するための要求を感じ

る必要があるし,そ の欲求満足のために学習

する必要性をもたなければならない.っ まり,

学び方を学ぶことである.

④ このようにして生涯教育の体制が実現

するならば,職 場における労働日の調整,大

学における社会人への門戸開放,生 涯教育指

導者の養成等々が実現され,学 習機会は幅広

く用意され,人 々の多様な要求に応えること

が出来るようになるであろう.

(3)1965年 以後の生涯教育論の展開

1965年,ラ ングランらによって提唱された

「生涯教育」の理念は,そ の後様 々な人々に

よって論 じられ,様 々な影響を与え続けてい

る.

1973年,OECD(経 済協力開発機構)が

提唱 した リカレン ト教育論の特色は,人 生に

おける 「教育期」と 厂労働期」を自由に細分
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化 し,繰 り返 し何回も循環させようとしそい

るところにある.「 労働重視の教育論」であ

り,「 労働と一体となった教育論」 「労働を

中心とした教育論」 「労働に役立つように方

向づけられた教育論」ともいわれている.

この リカレン ト教育論とは対照的で,厂 何

のための生涯教育か」という問題提起 に基づ

き,「 教育の目的を喚起すべく教育論を展開

したのがハ ッチンス(R.H.Hutchins)に よ

る学習社会論である(4).そ の目的とは,自

己の能力を最大限度まで発展させ,人 間的に

なることをめざす教育であり,そ れが実現さ

れるならば,学 習社会が成立するであろうと

している.こ れまで多 くの生涯教育論が,時

空間に拡大させることに焦点化されていたも

のを,教 育の目的とその結果が学習社会の成

立という方向性を明確にしたことか ら,理 論

を理論のみに留まらせず,現 実性を帯びたも

のとさせている.

フランスのエ ドガーフォール(E.Faure)

を議長 とするユネスコ教育開発国際委員会は,

このハ ッチンスの 「学習社会」の実現可能性

について論議を進め,1972年 「未来 の学

習」(夏3)という報告書にまとめている.

1976年,ア フリカのナイロビで開催された

ユネスコ第19回 総:会の報告 「成入教育の発展

にかんす る勧告」では,発 展途上国の生涯教

育をどう援助 し,推 進 していくかを中心に論

議をしている.社 会的 ・地理的 ・宗教的 ・生

物的 ・地理的理由等によって,十 分に教育の

権利が保障されなかった人々に優先的に与え

てこそ,真 の生涯教育が実現すると主張 して

いる.'

(4)日 本における生涯教育論の展開

日本における生涯教育理念の導入は,1967

年に,ラ ングランの 「生涯教育について」(D

が,波 多野完治によって最初に訳出されたの

を機に,そ の後社会的にある種のブームとな

り,政 府や地方自治体の指導理念として も取

り上げられるようになった.

1967年 には,「 急激な社会構造の変化 に対

処する社会教育のあり方について」(15)と 題

して社会教育審議会が,1981年 には,「 生涯

教育について」(16)と 題 して中央教育審議会

が,1985～1987年 までの間には臨時教育審議

会が,第1次 から第4次 にわたる教育改革に

ついての答申を行 っている.(1η

これ らの答申では,人 間の乳幼児期から高

齢期に至る発達に合わせて,学 習条件を整え

ていくと同時に,生 活空間内に存在する学習

の場や機関(家 庭,学 校,公 民館,図 書館,

児童館,テ レビ,ラ ジオ等々)を 相互に連関

させて学習効果を高めていくという時空間を

統合する教育改革理念が打ち出されている.

即ち,こ れまでの縦割 りの教育援助体制か ら

家庭教育と学校教育と社会教育という三っ分

野の関係の見直 しを提起 し,連 携 し,協 力 し

あうことを求める総合援助体系をめざしてい

るものである.つ まり,い つでもどこでも学

べるように学習機会を整備 ・拡大 していくこ

とが行政の基本的任務であり,学 習社会の実

現こそ,今 後ともめざすべき生涯教育の課題

である一としている.

2.生 涯教育の基本原理

以上,生 涯教育論の歴史的経緯について述

べてきたことからもわかるとおり,生 涯教育

論には,従 来の教育原理に代わる新しい教育

原理がみられ,そ れらを明らかにすることは

より一層生涯教育の特色 と理念を明確にする

こととなろう.

〈1)統 合性の原理

教育の時空間的統合を意味する.学 校教育

と学校外教育の統合,学 校相互間または社会

教育機関相互間の,あ るいは家庭 と学校と地

域間の空間的統合,さ らに人の一生という時

系列的な次元で,そ れぞれの発達段階に応 じ

て解決 していかなければならない課題(発 達

課題)の 連続的統合などである.こ の統合と

は,ひ とつの単位が自立 ・独立 しつっ他の単

位とかかわりあうことが前提 となっており,

その意味において融合や総合 とは異なってい

る.
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② 相対的独立性の原理

統合性の原理が発展するためには,そ れぞ

れの人,機 関,組 織,団 体等が自立 し,独 立

して機能 し,責 任を果たしていくことが必要

である.自 立 し独立 しつっ相互にかかわりあ

い,そ の個別の人や組織のみでは為 し得ない

新 しい教育の実践がされていくことが望まれ

るのである.

(3)連 帯性の原理

教育における統合を為 し得るためには,独

立した単位(個 人,集 団,組 織,機 関等)が

自らを閉 じた体系として自己完結的に機能す

るのではなく,他 とかかわり連携 しあうとい

う開かれた体系にあるということが必要とな

る.行 政面でも縦割 り的に当該部局の業務の

みを果たし終えるというよりも,他 の部局 と

連動 し,チ ームを組み合 うということや,学

校 と家庭との連携ということでは,P.T.A

などがその連携を具体化 した形 といえる.

(4)シ ステム化の原理

教育過程の機能面に関することであり,す

べての人の個性の開花や社会への寄与の諸能

力の増進により,生 涯にわたる学習過程を支

援する教育過程をより充実 したものすること

が望まれる.こ のことは,情 報,施 設問,組

織間などのネットワーキング化と深 くかかわ

ってこよう.

⑤ 主体性の原理

生涯教育(学 習)を 進めやすい社会的教育

環境が整備されたとして も,そ こに進んで参

加 し自らを成長させるような自己教育(学習)

がなければ効果的な成果を望むことは難しい.

そのためには,「 学び方の学習」を養成され

ることが必要となる.個 々人自らがより豊か

な人生を歩むために自らの特性を生か して何

を選び,何 を学んで,そ れを自己や社会に還

元 していくかを知ろうとし,実 践する自己援

助努力があってこそ,生 涯学習社会もまた発

展 していくのである.

⑥ 過程性の原理

もし適切な生涯教育機構が確立されるなら

ば,一 人ひとりの人が教育の過程において,

常 に新 しいことを学習していくことが出来る

はずである.こ れは,学 力入学試験制度のよ

うに,っ くられた一定の制度のもとでの一時

の失敗が後々まで尾を引くような絶対的な も

のではな く,た またま人の一生の内での一度

の失敗を経験 したことに外ならない.教 育や

学習における成功や失敗についての考え方も,
一生という過程のなかで創 られ,創 り変え ら

れていくものとなろう.

3.家 庭における教育機能 と家庭教育支

援施策

以上,生 涯教育論の流れとその教育的特色

について明らかにしてきたので,次 に家庭教

育との関連性を明 らかにしたい.

家庭教育 とは,家 庭において親が子に対 し

て行う教育的営みのことである.こ の教育的

営みとは,親 がそれを意識 しようとしまいと,

家庭の内外における親の生活の仕方そのもの

が子に影響を与えることから,そ の内容も機

能 も多岐にわたっている.従 って,改 めて

「教育」 というよりも,む しろ生活面,無 意

図的側面をも含あて,「 子育て」という用語

がより多 く用いられている.

この子育ては,国 家成立以前から実施 され

てきたごく自然な私的で人間的な行為であり,

こと改めて 「家庭教育」と称 してその教育的

意義を強調することには,そ れなりの意味を

含んでいると考えられる.

それは,親 と子が家庭 という場面を中心に

かかわりあい,子 が人間形成をしていく方向

性には,端 的に述べるならば,3つ の方向性,

つまり個性化 ・集団化 ・社会化が認められ る.

個性化 とは,子 供の一人ひとりがかけがえの

ない個人としての人格を認められっっ,そ の

独 自性を豊かに伸ばしていく方向性である.

また,こ の子供達は同時に社会で生活 し,生

きている社会的存在でもあり,広 くは日本人,

国際人 として も存在 しているのである.従 っ

て,日 本人としての文化,社 会生活のマナー

やルールなどを身につけることで他の人々と

共存 し合える 「社会化」の方向性を身につけ
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る必要 もある.さ らにこの個人と社会の間に

は,家 族集団や仲間集団,地 域や学校内の一

員という社会や国家に内包 されっっ独立 して

いる集団内成員としても存在 している.人 間

は,他 の人々と交わることによって人間的に

成長 していくことから,こ の小集団体験を幼

少期か らどのように,多 く深 く体験 してきた

かによって,そ の人間性の培われ方 も異なっ

てくるばずである.こ の集団に所属 し,集 団

内の成員としての役割をどう果 していくかと

いう方向性が 「集団化」である。

このように,子 供に育ちゆく方向性を考え

るとき,家 庭における私事性 と集団や社会 ・

国家の基礎単位としての家庭を同時に強調す

ることが大切になってこよう.地 域 ・社会 ・

国家で家庭を支援 していくという施策絡みで

考えること望まれるのである.今 日,十 分 と

は言えないまでも,家 庭教育行政,家 庭教育

施策として実施されているのは,国 家と家庭

との相互補完性を示す ものであり,家 庭にお

ける子供の教育を,親 の私的責任のみに帰す

ることな く,国 家 ・社会 もまた同時に責任を

もって進めるということを示 している.そ の

分担は,親 は家庭における子供との直接的か

かわりをとお して,教 育的役割責任を果たし

ていくということであり,国 や社会はその親

の学習を援助 して,間 接的に子供の教育に責

任をもっ ということである。

では,日 本における社会 ・国家はどのよう

な家庭教育支援施策をしてきたのであろうか.

(1)1930年12月 に出された文部省令 「家庭

教育振興二関スル件」G4)で は,家 庭教育の

不振を訴え,や やもすれば子供の放縦の傾向

が見られ ることを指摘 し,そ れは家庭の責任,

特に婦人の責任が大であると述べている.教

育の振興のためには,ま ず婦人団体の奮励を

促 して,次 に一般婦人の自覚を喚起する.地

方長官はこのことを理解 して,教 育の振興を

図るように一との通達がされている.

(2)1942年,文 部省により開かれた家庭教

育振興協議会では,家 庭における指導要項が

発表され,特 に皇国の子女教育を徹底するよ

うにとの方針が打ち出されている.具 体的施

策 としては,母 親学級の委嘱開設,家 庭教育

指導町村の設定,家 庭教育指導者講習会の実

施,家 庭教育関係団体の活用促進,家 庭教育

相談所の整備 ・活用等が出されている.

(3)敗 戦直後の1945年11月 には,文 部省に

より,家 庭が新日本建設に寄与すべ く,国 民

道義確立の源泉として機能するようにと,通

達が出されている.そ の基本対策としては,

戦時下の具体策を,そ のまま踏襲 している.

その後,青 少年の非行,犯 罪の増加,親 の家

庭教育に対する自信喪失,学 校教育への過度

の期待 と依存,進 学競争の激化などの社会的

現象の出現により,家 庭教育の重要性が強調

されるに至っている.

(4)1962年 度から,文 部省は予算措置を伴

った家庭教育振興施策を打ち出 し,学 識経験

者による家庭教育専門研究会の設置,家 庭教

育資料の作成,全 国家庭教育研究集会 ・地区

別家庭教育研究集会の開催,家 庭教育学級の

全国的開設等々を実施 している.

(5)1971年4月,社 会教育審議会から出さ

れた 「急激な社会構造の変化に対応する社会

教育のあり方について」と題 しての答申では,

まず社会的条件の変化 として,① 人口の変化,

②家庭生活の変化,③ 都市化,④ 高学歴化,

⑤工業化 ・情報化,⑥ 国際化をあげ,そ の変

化のもたらす問題点 とその問題の解決に果た

す教育の役割について述べている.そ れは,

生涯教育という新 しい観点に立って教育全体

を見直 し,再 検討 していくことである一とし

ている.こ の生涯教育とは,生 涯にわたる学

習の継続 と共に,家 庭教育 ・学校教育 ・社会

教育の三者を有機的に統合する教育である.

さらに人間の生涯を,① 乳幼児期,② 少年期,

④成人期の各期に分け,そ れぞれの時期にお

ける学習要求を述べている.こ のように,教

育を全体的視点か ら見直 し再体系化する必要

性を打ち出し,国 の教育方針としては初めて

「生涯教育」という体系の中での 「家庭教育」

が位置づけられたのである.ま たこれまでは,

「家庭教育」を 「社会教育」の部分としての
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位置づけがされていた施策的観点か ら,「 家

庭教育」・「学校教育」・「社会教育」・という相

互に独立 し合った領域の一部 として位置づけ

られていることにおいそも画期的である.

(6)1981年6月,中 央教育審議会から出さ

れた 「生涯教育について」(皇6)では,「 生涯

教育」の観点から教育をとらえ返 し,家 庭,

学校,職 場,地 域社会などの教育機能に着目

し,そ れ らの総合的な整備 ・充実の必要性を

述べている.ま た人の生涯をここでは,① 成

人するまで,② 成人期,③ 高齢期の3つ に分

け,各 期の教育的課題を明確にしている.本

答申では何よりも,一 人ひとりが充実 した人

生を送ることが目指されており,そ のために

は教育制度全体が生涯教育を支援する方向で

打ち立てられる必要性が述べられていること

である.

「家庭教育」に関 しては,「 今後,生 涯教

育の基盤 としての子供の性格 と態度の形成に

かかわる親をはじめとした家族の努力が期待

されると共に,行 政施策の面で も家庭教育へ

の適切な援助が求められている.」 とし,そ

のためには,① 家庭をとりまく状況認識の必

要,② 幼少年期の成長過程の重視,③ 青年期

の特色と家庭,④ 家庭と社会,⑤ 家庭教育へ

の援助等が重要であることを述べている.

この答申では,生 涯教育における家庭教育

という点での明確な位置づけと共に,そ の内

容と施策へ向けての方向性までもが打ち出さ

れており,家 庭と社会 ・国家との相互補完性

を明確にしていることに特色がみ られる.

(7)1984年8月 ～1987年8月 までの間に臨

時教育審議会によって出された第1次 ～第4

次までの答申 「我が国における社会の変化,

および文化の発展に寄与する教育の実現を期

して各般にわたる施策に関し,必 要な改革を

図るたあの基本的な方針について」(17)で は,

現代の教育を画一的,硬 直的,集 権的である

とし,自 由化,個 性重視の原則に立 って教育

改革を進めるべきであるとの方針を出 してい

る.本 答申では改革の基本的な考え方 として,

①個性重視の原則,② 基礎 ・基本の重視,③

創造性,考 える力,表 現力の育成,④ 選択の

機会の拡大,⑤ 教育環境の人間化,⑥ 生涯教

育体系への移行,⑦ 国際化への対応,⑧ 晴報

化への対応等を掲げている.

特に 「家庭教育」との関連で述べられてい

る所は,「 子供が家庭や地域社会で人間性豊

かに育成されることが阻害され,自 然の中で

相互に切磋琢磨する機会が失われてきている.

このため,学 校の教育機能 と家庭,地 域の教

育機能 との相互の基本的在 り方を問い直 し,

新しい家庭や地域の在り方を模索する と共に
……」.と家庭 ・地域の教育環境条件の整備 ・

充実の必要性が述べられている.さ らにその

たあには,「 子供の人格形成の基盤 ・基本を

身につけさせるための徳育 ・しっけ ・情操教

育や人間性豊かに育てるための自然との触れ

合い,遊 びなどは,家 庭 ・地域が本来担うべ

き重要な機能である.し か し今日,家 庭 ・地

域の教育機能が低下 し,子 供を取り巻く教育

環境が悪化 している.こ のような状況に対応

し,家 庭 ・学校 ・地域の教育機能の意義 と役

割を見直 し,家 庭 ・学校 ・地域の教育の活性

化や学校との連携の在り方について検討する」

ことの重要性を指摘 している.

全体として,生 涯学習社会の実現へ向けて

様々な教育改革の方向性が提案されており,

そのこと自体は望ましいこととしても,「 家

庭教育」の位置づけと役割については,先 の

答申よりも弱まっている.と りわけ,家 庭教

育への支援施策については,第3次 答申の就

学前教育 としてわずかに触れられていただけ

である.生 涯学習社会が実現するためには,

自ず と家庭における教育機能が充実 ・活性化

せねばならないはずである.

(8)1992年9月1日 から,文 部省により実

施された学校週5日 制の導入は,教 育改革の

1っ の具体的な実施である.こ れまで,教 育

改革の必要性が唱えられ,そ の観点が多々述

べられてはきたものの,具 体的 ・実際的に教

育の制度的改革の一部が実行されたのはこれ

が初めてである.こ の実施に先立ち,1992年

2月26日,文 部省による青少年の学校外活動
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調査協力者会議は,「 社会の変化に対応 した

新 しい学校運営の在 り方について(審 議のま

とめ)」(20)を 発表 した.そ の趣旨は概ね以

下のとおりである.

子供の現状をみると,家 庭や地域での直接

的な生活 ・活動体験が不足 して,人 聞関係の

希薄化,社 会性の発達や自己確立面の遅れな

どの問題がある.社 会生活に必要な応用力,

社会性や体力などは,学 校教育に加え,家 庭

や地域での多様な総合的活動の経験によって

育まれる.調 和のとれた大人となるためには,

学校教育だけではな く,家 庭や地域で豊富な

生活体験,活 動体験を積み重ねることが重要

であり,学 校週5日 制は,そ の豊かな体験を

提供する契機となろう.

この趣旨に基づきなが ら,特 に「家庭教育」

に焦点を当てるならば,以 下を指摘 している」

まず,子 供の人間形成や しつけに最も大き

な影響を及ぼし,そ の最終的な責任を有する

のは家庭であるということを踏まえる必要が

ある.さ らに,家 庭における教育機能が発揮

されるためには,子 供たちの置かれている現

状は,社 会性を身につけるために必要な種々

の生活体験が一般的に不足 している傾向があ

る.子 供の健全な成長のためには,そ れぞれ

の家庭において何が不足 し,何 が必要とされ

るかを,責 任を もって考えることが大切であ

る.加 えて,そ れぞれの家庭も地域や社会の

一員であることか ら,子 供が地域活動に参加

する際には親 もまた,積 極的に参加すること

が必要である一と,家 庭自身の責任を強調 し

ている.

ここで は,こ れまでほぼ20年間の諸答申で

強調されてきた家庭 ・学校 ・地域(社 会)の

連携を具体化するために,学 校教育制度を改

革することによって家庭や地域の教育力,あ

るいはその連携 ・協力体制を強めようとして

いる,と も受けとれる.も しそうであるなら

ば,家 庭や地域はそれぞれ独自な教育機能を

発揮 してその責任を果た していくことが,そ

の期待に答えることとなろう.

(9)1993年 度の厚生白書(21)に よれば,こ

こで初めてメインテーマとして 「子育て」を

とりあげ,子 育てに対する社会的支援の強化

を提言 している.家 庭における子育ての現状

では,そ の負担が母親に偏り過ぎていること

を指摘 し,父 親の積極的な参加を促 している.

この発達的解決のためには,家 庭内の自助努

力や地域の支援施策の他に,企 業における子

育て支援を求め,育 児休暇制度,事 業内保育

所の整備などに加え,企 業活動 としてテレビ

番組の内容への配慮,子 供の発達に即 した玩

具の開発などをもとめている.

厚生省は,こ うした課題を総合家庭児童対

策 として,「 エンゼルプランプレリュー ド」

として打ち出している.そ の基本理念は,

① 子育てを社会全体で支援する.

② 子育て しやすい環境をっ くる.

③ 子育てに伴 う不安や負担感を軽減する.

というエンゼルプランに基づくものであり,

その具体的な支援策としては,

① 子育て支援のための基金の創設

② 特別保育対策の推進

③ 時間延長型保育サービス事業の拡充

④ 事業所内保育施設への助成

⑤ 在宅保育サービス事業

⑥ 駅型保育モデル事業

⑦ 放課後児童対策事業の拡充

⑧ 子どもにやさしい街づくり事業

⑨ 育児関連情報の24時間ネットワーク事

業

⑩ 共働 き家庭休日相談等支援事業

⑪ 病後児デイサービスモデル事業

等が掲げられている.

⑩1994年12月 には,文 部省 ・厚生省 ・労

働省 ・建設省の連名により,「 今後の子育で

支援のための基本的方向について」(23)と 題

する子育て支援策が出されている.そ の基本

的方向として,

① 子育てと仕事の両立支援の推進

② 家庭における子育て支援,

③ 子育てのための住宅及び生活環境の整

備

④ ゆとりある教育の実現と健全育成の推
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進

⑤ 子育てコストの軽減

等があげられ，その実現へ向けての重点施策

として，以下をあげている.

① 仕事と育児との両立のための雇用環境

の整備

② 多様な保育サービスの充実

③安心して子供を産み育てることができ

る母子保健医療体制の充実

④ 住宅及び生活環境の整備

⑤ ゆとりある学校教育の推進と学校外活

動・家庭教育の充実

⑥ 子育てに伴う経済的負担の軽減

⑦ 子育て支援のための基盤整備

本通達は，文部大臣，厚生大臣，労働大臣

及び建設大臣の4大臣の合意により出された

ものであり，内容的な進展はもとより，各省

庁間の連携が具現しているところに，画期的

な特色を見いだすことができる.

以上，文部省・厚生省それぞれが，そして

最近では，この両省と労働省・建設省との連

名によって家庭教育(子育て)支援施策を打

ち出している.これらの施策が，今後のどの

ように子供の人間形成に影響を及ぼしていく

か.それは，国民一人ひとりにとっての課題

であるともいえよう.

6.生涯教育における家庭教育の特色と

課題

これまで r家庭教育j を焦点化しながら，

生涯教育の流れ，および家庭教育への支援施

策について概観してきた.ここで，本稿の主

題である生涯教育における家庭教育の特色と

課題とは何かについて，総括と考察をしたい.

(1 ) 生涯学習社会の形成と相即的に展開す

る家庭教育

家庭教育はこれまで，地域や社会を基盤と

しつつも，その教育力と連携し合って家庭の

教育力を高めていくという視点は，それほど

明確ではなかった.家庭における子供の教育

責任は，どちらかといえば親の私的責任，と

りわけ母親の教育責任が強調されてきた.そ

ハ
υ
qδ 

れは，母親を家庭内に閉じ込めやすくし，従

って家庭も閉じた体系として機能せざるを得

なかった.生涯教育における家庭教育が進め

られるということは，家庭をとりまく地域や

社会環境が，子育て環境として整備・充実さ

れていくということと相侯っている.それは，

家庭の責任を見逃すことではなく，家庭はよ

り豊かな人間形成のために家庭を地域や社会

に開き，開かれた家庭づくりをすることが求

められようし，社会もまた生涯学習社会と

しての条件整備が整えられていくことが望ま

れるのである.

(2) 学校教育・社会教育と共に機能する家

庭教育

子育てにおける教育環境とは，家庭教育・

学校教育・社会教育が対等に子供に機能し子

供の人格形成に寄与するような教育環境であ

る.従来ともすれば，学校教育へ依存しがち

な家庭教育が展開したり，あるいは行政レベ

ルでの社会教育の一環としての家庭教育がす

すめられたりしてきた.生涯教育における家

庭教育が展開するということは，家庭も学校

も社会も共に責任を果たしながら子供へ影響

を及ぼしていくという在り方である.

(3) 男女が共に参加する家庭教育

日本の過去の歴史においては，家庭におけ

る子供の教育は，母親のみに任せられていた

傾向がみられた.極端な言い方をすれば母親

のみが家庭のっくり手であるかのように父親

は外で働き，むしろ家庭生活を人前で口にせ

ず，関心をもっていなし、かのようにふるまい，

仕事にのみ集中することが，男の甲斐性でも

あるかのように考えられていた時代であった.

今日でもその傾向はまだ残存している.生涯

教育的な家庭教育では，父親も母親も共に，

家庭，地域に参加し，共に責任を分かち合う

こと，それが地域共同体を発展させ，男女共

生社会という生涯学習社会のー側面を形成す

ることにつながっていくのであり，子供の全

人的な人格形成に関与するのである.

(4) 生涯教育の原理と対応する家庭教育

生涯教育的家庭教育が進められ，深められ



生涯学習社会における家庭教育(1)

ていく場合には,先 述 した生涯教育における

基本原理く本稿2一(1)～(6)〉 が,家 庭におい

て も対応的に展開していくことである,と 考

え られる。詳述は今後に譲るにしても,例 え

ば家庭において 「相対的独立の原理」が展開

することは,家 庭内においては家族の一人ひ

とりが一人の人間としていかに自立 しながら

他の家族員と交わるか,ま た家庭 自体の発展

を家庭外の諸事象(例 えば地域活動等)と ど

う絡ませ るか、が問われることであるし,

「過程性の原理」が展開することは,そ の時

その場に規定されることの多い家庭教育では

あっても,同 時に人間の一生というその後の

長い期間のどこかで出て くるであろう結果や

影響への配慮と見通しと共に進あられること

となろう.

⑤ ライフスタイルとしての家庭教育

生涯教育が人間の一生涯という時間的経過

における人間の形成を課題 とする限り,家 庭

教育 もまた人間の一生涯においてとらえられ

ていく必要がある.一 人の人間が家庭におい

て生命を育まれ,家 庭内外の様々な人や事物

とかかわりなが ら成長 し,や がてその個人も

また新たな家庭づ くりを していく.そ の家庭

にも新たな生命が誕生すると,孫 との,若 夫

婦 との新たな出会いやふれあいをとお して自

らの家庭,人 間性をより成長させなが ら,や

がて死を迎える.人 間の一生にとって家庭と

は,例 え子供が生まれようと生まれまいと,
一生継続するものであり,そ こでの様々な生

活体験や人々とのふれあいが,後 続の生活や

人間形成にどのように関与 してくるか,は 生

涯教育における家庭教育の大 きな課題の1っ

となろう.

(6)共 生 ・共存の人間観に立脚する家庭教

育

このように,人 間の一生を課題とするとき,

当然のことながらその根底に,人 としての生

き方,人 間観 人間存在についての見方が問

われてこよう.家 庭における父親,母 親は,

子にとっての親という期待される役割を担 っ

ているのと同時に,一 人の生 きた個人 として,

社会人としての人間的側面をも併せ持 ってい

る.父 親や母親が一人の人間としてどのよう

な価値観を抱き,生 活 し,他 者 とかかわりあ

って人間形成を していくか.そ のプロセスこ

そが子供に影響を及ぼすのである.生 涯教育

における家庭教育や子育てを課題 とするなら

ば,こ の人間的側面や価値を避けて通 ること

は出来ないであろう.そ の人間観や人間存在

観や価値の問題については,一 人ひとりの人

問にかかわ って くることであるし,今 ここで

解答することは困難である.し か し,少 なく

ともこれまでの生涯教育論構築の歴史的経緯

から示唆され得 るのは,共 生 ・共存の人間観

を内に含んでいることであろう,と 推察され

る。それは,父 と母 と子の関係において も,

女と男との間においても家庭 と家庭との間に

おいても,家 庭と学校 との聞において も,施

設と施設との間においてもそのどれかが価値

的に優先されたり,優 位に立つことはなく,

基本的,価 値的に平等な関係において営まれ,

その発展が志向されるという人間観である.

少なくとも,生 涯教育的家庭教育を実践する

ことは,家 庭人の一人ひとりがこのことを,

1度 は自らの心に問い,考 えてみることが課

題なのである.

お わ り に

生涯教育,生 涯学習,家 庭教育,そ のいず

れを取り上げても大きなテーマであり,ま し

てやそれらの関連性を追求することは,さ ら

に大きなテーマである.従 って当然の事なが

ら,本 テーマは本稿において終了するもので

はなく,継 続的に追及されていく必要がある.

本稿においては,生 涯教育として打ち出され

た教育理念を歴史的に辿め,概 括的にではあ

るがその跡づけをしたっもりである.さ らに

その中で 「家庭教育」の位置と役割を追及し

てきた.子 供を育む営みは,人 類の出現と共

にごく自然な形で営まれてきたものであり,

家庭教育ということ改まった形で強調 された

り,生 涯教育という新教育理念や体系におい

て位置づけがされたとして も,古 来から続け
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られて来た基本的な営みや形が根底から覆さ

れたり,一 掃されたりす るものではない.温
『かみ
のある血の通 った人間的ふれあいの重要

性や,家 庭内の在 り方 ・営みを外や他か ら強

制されることによって独 自性を阻まれてはな

らないことは,今 後どのような家庭教育論が

登場しようとも守 られていく根底であろう.

しかし今 日,様 々な方面か ら指摘されてい

る家庭教育上の諸問題は,そ の根底すら危ぶ

まれてきているということである.本 稿で明

らかにしたのは,古 来か ら続けられているそ

の根底的なものを維持 しつっも,生 涯学習社

会の実現と相俟ってこそ,家 庭教育の充実,

子供の全人格形成がすすめられるという点で

ある.今 後さらに本テーマの細部にわたる詳

述を していきたいと考えている.
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